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前号の訂正とお詫び
　10 月 12 日発行第 139 号の広報やまとにおいて
誤りがありました。
　関係各位には大変なご迷惑をおかけしました。
お詫びして訂正いたします。
○清和文楽の里まつり（19ページ）
　（誤）野菜の部（バラエティートマト）
　　　　　　　　　　　　　…藤本信男（入佐）
　（正）野菜の部（バラエティートマト）
　　　　　　　　　　　　　…藤本信男（郷野原）
○山都町行事予定表（裏表紙）
　（誤）11月 13 日（日）
　　　　　　　蘇陽峡もみじ祭葉／長崎鼻展望台
　（正）11月 13 日（日）
　　　　　　　　蘇陽峡もみじ祭／長崎鼻展望台
　　　　11 月 12 日（土）
　　　　　　　　蘇陽峡もみじ祭／長崎鼻展望台
　　　　※蘇陽峡もみじ祭は２日間行われます。

山都町の人口
〔平成 28年 10月 30日現在〕

男

女

計

世帯

７，６２７人

８，２５５人

１５，８８２人

６，６３１戸

（－１３）

（－　６）

（－１９）

（－　７）

※（　）は前月比

※最高齢は 107歳〔女性１人〕

※平成 28年 10月の出生者数　6人

※平成 28年 10月の死亡者数 36人
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「人権擁護委員」について＜ご紹介＞
～人権擁護委員は人権問題に係る相談相手です～

人権擁護委員の仕事は
 ・常設または特設相談所等で、面談または電話による人権相談に応じること。
 ・国民一人ひとりの人権意識を高めるため、様々な人権啓発活動を行うこと。
 ・「人権を侵害された」という申告があった場合など、法務局の職員と協力して、事案の円満な解決を
図ることなどです。

～本町の７名の人権擁護委員を紹介します～＜ 10 月１日現在＞
矢部地区：渡邊加代子さん（再任）、本田松代さん（新任）、井上里己さん（新任）
清和地区：上村正則さん、吉田智美さん
蘇陽地区：菅原健二さん、井上洋美さん（新任）
※詳しくは、人権センター（電話：７２－２０３１）までご連絡下さい。
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『押し花絵額作品展』
　出展者：るい工房　木原
　期　間：平成28年11月１日（火）
　　　　　　～11月29日（火）16時まで
　押し花絵額や、小物、手芸などを約40点ほど展示い
たします。

謝辞の様子（池田涼さん）

講師　高濵伸一さん
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